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伊東光晴 教授 記念論文集
献 辞
伊東光晴先生は、本年9月11日 、63歳の誕生 日をお迎 えにな り、 この3月31
日を もって本学 を退官 され ることにな りま した。
先生 は、 昭和26年に東京商科大学 を卒業 され、東京 外国語大 学、法 政大学 、
千 葉大学での勤務 を経 て、昭和60年、本学経済学部教授(経 営政策大講座)に
な られ ま した。そ して、昭和62年1月 には本経済学研究科 最初の独立専攻 であ
る現代経済 学専攻 の創設委員長 に就任 し、 同4月 より現代経済学専攻現代経済.
学 講座の教授 として、今 日まで同専攻 におけ る研究教 育な らびに講座の拡充 に
努力 して こられ ま した。
先生は、 ケインズ研究 の第一人者 として、 我が国 におけ る 「一般理論」解籾
に大 きな影 響 を与 え られ ま した、 この分野 におけ る先 生の ご研究の成果 は、 幅
広い読 者 を得 た 「ケイ ンズ」(1962年)、および宮 崎義 一教授 との共 著 「ケイ
ンズ一般理論 コン メンタール.1(1964年)に結実 してお ります。
さ らにまた、先生は理論 と現 実の緊張 関係 とい うことをつね に重視 され、 そ
の上 に具体的 な政策提言 をお こな って こられ ま した。先生 の時事論説 を集 めた
著 書 である 「経済学 は現実に こた え うるか」(1984年)、「技 術革命時代 の 日
本 」(1989年)は、.その方面 での代表的 業績 であ ります。
先生は こうした実績 を背景 に、経済学史学会 幹事、 理論 ・計量経済学会理事、
経 済政策学会常任理事 な どを勤 め られま した、
他方、先生 は研究 と教育 に とどま らず 、平成2年1月 よ りご退官 まで経済学
部 長 の重責 を担われ、現代経済学講 座におけ る経営関係新講座 の拡充や、関連
講座 の充実 を実現 され ま した。
京都大学経済学会 は、先生 の多年 にわた る学恩 に感謝 し、 「経済論叢」 の本
号 を記念号 として編集す ることにな りま した。先生の ご指導 を受 け られ た方 々
の労作 を集 めて、先生 に捧 げ ることがで きま した ことは、わた くしどもの この
うえない喜 びであ.ります。
先生が、今後 とも、 ます ます ご健康 で、学 界のため、 また広 く社会 のため、
ご活躍 くださいます ことをこころか らお祈 りいた します。
1990年6月25口
京都大学経済学部評議員 菊 池 光 造
